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生協組合員らが設立

特定非営利活動法人アビ
リティクラブたすけあい狛
江たすけあいワーカーズな
かよし（猫宮保子理事長、
和泉本町１-６-15エスポワ
ール狛江103号☎3480-
2553）は、乳児から高齢者
まで、障がいを持つ人も持
たない人も住み慣れた地域
でその人らしく安心して生

活できるよう支援することを
目的に活動している。
同会は、病気や出産など
で家事の援助が必要な場合
に地域で助け合う仕組みを
作ろうと市内の生活クラブ
生協の組合員らが平成５年
に結成した会員制の団体が
母体。働き手が出資して全
員が関わるワーカーズ・コ
レクティブとして活動を始め
た。９年に事務所を開設、

13年に特定非
営利活動法人と
なった。
都内で在宅福
祉の事業を行っ
ているアビリテ

ィクラブたすけあい（特定
非営利活動法人ACT）と
連携して活動している。

ニーズに合わせ事業拡大

当初は介護・家事・育児
を必要とする会員の家庭を
訪問し支援する自立援助サ
ービスからスタート。その後、
13年に介護保険訪問介護事
業、21年に障がい者支援事
業を開始、同年に介護のケ
アプラン作成・相談・認定
調査を行う居宅介護支援事
業を開設、24年に視覚障が
い者の同行援護事業、29年
に狛江市介護予防・日常生
活支援総合事業を開始した。
その他、狛江市委託の移動
支援事業（通所・通学の送

迎支援、余暇活動）、育
児支援事業（産前産後
の人の家事や保育）、ひ

とり親家庭ホームヘルプサー
ビスを行っており、社会の変
化に対応し、時代のニーズ
に合わせて事業を拡大してき
た。
地域を結ぶ活動としてな
かよしの利用者や会員を対
象とした音楽集会を年1回
開催している。また、麻雀、
ハワイアンキルト、フラワー
アレンジメントなどのサーク
ル活動を定期的に行ってい
るが、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため、休
止しているサークルもある。
同会では「今後は誰でも参
加でき、多世代の交流の場
となる『居場所づくり』を
目指していきたい」と話して
いる。

市民団体が建設を計画

特定非営利活動法人狛江
共生の家（河西信美理事長、
駒井町１-１-２☎3430-
5020）は、市内の一人暮ら
しの高齢者が暮らす地域共
生の家を拠点として、入居
者や地域住民の日常生活や
緊急時の支援などを地域ぐ
るみで行い、地域の力を高
め、少子高齢化時代にふさ
わしい安心で豊かなコミュニ
ティーを基盤にした社会の
構築を目的としている。
平成14年に市民が集ま

って「狛江市の高齢者のく
らしをよくする会」が発足、

高齢者のための住宅制度の
学習、施設見学、アンケー
ト調査などを行い、バリア
フリー仕様の高齢者向け共
同住宅を計画した。計画に
賛同した土地所有者が建物
を作り、同会役員らが19年
に施設を運営する特定非営
利活動法人を設立した。

地域で交流イベント開催

共生の家・多麻は木造２
階建て、延べ床面積約350
㎡で、居室14室、食堂、
サロンやトランクルームなど
があり、車いすでの移動や
エレベーターなど入居者が
動きやすいよう配慮が施さ

れ、訪問診療・
居宅介護サー
ビスを利用で
きる。入居者
にはスタッフが家庭料理を
意識して作った夕食を提供、
バラエティーに富んでいて
おいしいと好評だ。また、
花見や花火などのイベント
も催している。
同会は、入居者の居住支
援・食事提供のほか、地域
力の推進を積極的に行って
おり、サロンで入居者と地
域の人が交流する手芸、折
り紙などのイベントを開いて
いる。21年から地域の高
齢者を対象とした昼食会、
29年から認知症カフェを催
していたが、現在はコロナ

禍で中断している。ただ、
介護家族おしゃべり会は継
続して催している。
発足当初は高齢者のグル
ープリビングだったが、令
和３年からサービス付き高齢
者住宅に変更し、安否確認、
相談事業を充実させている。
同会では、エンディングノ
ートの作成をはじめ入居者が
本人の希望に添って自分らし
く生きられるよう、介護の資
格を持ったスタッフなどがサ
ポートし、「終のすみか」とし
て穏やかな最後を迎えるられ
るよう心がけているという。

高齢者の自立を支援

特定非営利活動法人む
べの会（大場光子代表理
事、和泉本町4-7-27-102
☎3488-7139）は、すべ
ての高齢者が家にこもらず、
地域でその人らしく過ごすた
めに高齢者同士の交流を図
り、趣味活動、日常相談な
どを行うほか、デイサービス
への送迎サービス、高齢者
向けの昼食の提供など、高
齢者が自立した生活が送れ
るよう支援している。
同会は、デイサービス事
業の対象からはずれた、介

護や支援は要し
ないが体力維持
をしたい高齢者
や障がい者にも
気軽にデイサービスを利用
してもらおうと、ヘルパー
資格を持つ人たちが平成9
年に結成、同年からデイサ
ービス事業を始めた。当初
は公共施設などを利用し弁
当も外注して週１回開催した
が、徐々に体制を整備し、
14年に特定非営利活動法
人の認証を得た。15年に
は現在使っている都営狛江
アパートの商店街の一室を
借りて床暖房などを設置、

高齢者が利用しやすいよう
にリフォームも行った。
現在、同会は「地域密着
型通所介護事業所」として、
主に要介護高齢者を対象に
したデイサービス業務と要支
援者を対象にした介護予防・
日常生活支援総合事業を行
っている。１日の利用定員が
10人と小規模だが、看護師
による健康チェック、目の不
自由な人もゲームに参加でき
るように点字を貼ったカード

の使用、指先や頭を適度に
刺激しながら、個人に合わ
せた手芸や工作で楽しく過
ごせるよう工夫している。ま
た、安心・安全な素材を使
った家庭的な手作りの昼食
が好評だという。
大場代表は「規模の小さ
さを生かし、利用者が楽し
い時間を過ごせるようにし
ています。コロナ禍で利用
者が減りましたが、今後は
介護予防事業を充実させて
いきたい」と話している。

特定非営利活動法人 狛江共生の家

建築労組が母体に

特定非営利活動法人多摩
川フレンズ（菅原節雄代表
理事、猪方3-25-37東京
土建一般労働組合狛江支部
会館1階☎5438-3811）
は、市内と周辺の住民を対
象に高齢者・障がい者に対
する訪問介護・家事援助な
ど介護保険法に基づく在宅
福祉サービスを行い、身体

等の介護と高齢者へ
の各種介護支援を通
して、高齢者や障が
い者が地域社会の中
で、安心して自立した生活
が送れる社会の実現に寄与
することを目的にしている。
建築関連の労働者や一人
親方などを対象にする東京
土建一般労働組合狛江支部
が、将来の組合員の高齢化
に備えて平成16年にホーム

ヘルパー2級（現・介護職
員初任者研修）講習会を開
き、組合員の家族など25人
が資格を取得した。その受
け皿として翌年に東京土建
の組合員らが出資し特定非
営利活動法人を設立、同会
館内に事務所を設け、介護

保険制度を基にした高
齢者や障がい者向けの
訪問介護事業を始めた。
24年にヘルパーの派
遣事業は終了し、ケア
プランを作成するケアマ
ネジャーの業務を行って
いる。現在、50代後半
から90代後半の主に狛

江在住の約80件のケアプラ
ンをケアマネジャーの竹澤ま
みさんと三浦香さんが担当し
ている。2人は「小回りのき
く小さな組織のメリットを生
かして地域密着のケアをして
いきたい」と話している。

フラワーアレンジメントサークル
（写真提供：狛江たすけあいワーカーズなかよし）

特定非営利活動法人 むべの会

特定非営利活動法人

玉入れを楽しむ利用者

ケアマネジャーの三浦さん（左）
と竹澤さん

昼食会後のサロンで催すこまえ体操が好評

アビリティクラブたすけあい
狛江たすけあいワーカーズなかよし

狛江の法人狛江の法人
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